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電気通信大学　平成18年度シラバス

授業科目名 仏語第一（再履）

英文授業科目名 Elementary French I

開講年度 2006年度 開講年次 ２年次

開講学期 ３学期 開講コース・課程 昼間コース

授業の方法 単位数 1

科目区分 総合文化科目-言語文化科目-言語文化基礎科目ＩＩ

開講学科・専攻

情報通信工学科
情報工学科
電子工学科
量子・物質工学科
知能機械工学科
システム工学科
人間コミュニケーション学科

担当教官名 坂井　由加里

居室 非常勤講師

公開E-Mail 授業関連Webページ

　 　

【主題および達成目標】

日常生活で実際に使える簡単なフランス語の習得を目指す。

特に、正しい発音と動詞の活用・用法の基礎を身につける。

【前もって履修しておくべき科目】

無し

【前もって履修しておくことが望ましい科目】

無し

【教科書等】

教科書：「マニュエル・フランス文法」第三書房

参考書：仏和中辞典（初回に使い方を説明します。）

【授業内容とその進め方】

教科書にのっとり、各課で以下のポイントをおさえる。

１．テキストの日常会話の聞き取りと発音

２．文法

３．表現の応用と練習問題
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また、原則として毎回、前回の復習小テスト（書き取り、発音チェック、文法問題等）

をやる。

【成績評価方法及び評価基準(最低達成基準を含む)】

評価方法：平常の小テストおよび期末試験の結果を次のように総合評価する。

　　　　　小テスト　５０％

　　　　　期末試験　５０％

評価基準：以下の到達レベルを合格の最低基準とする。

　　　　　１．つづりと発音の関係をほぼ理解している。

　　　　　２．数字の１から１００をフランス語で言える・書ける。

　　　　　３．規則動詞および重要な不規則動詞の直説法現在をマスターしている。

【オフィスアワー：授業相談】

適宜相談に応じるが、事前にアポイントを取ること。

【学生へのメッセージ】

練習問題の答は、教科書に直接書き込むのではなく、ノートに問題全体を写した方が効果的です。語学は

習うより慣れよ、です。

【その他】

　


